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	応用
	抗原情報
	背景
	神経細胞、血管および上皮細胞の発達中の遊走、反発および接着に極めて重要な受容体チロシンキナーゼのファミリーであるEph受容体の細胞表面膜貫通リガンド。隣接細胞に存在するEph受容体に無差別に結合し、隣接細胞への接触依存性の双方向シグナル伝達を引き起こします。 神経細胞、血管および上皮細胞の発達中の遊走、反発および接着に極めて重要な受容体チロシンキナーゼのファミリーであるEph受容体の細胞表面膜貫通リガンド。隣接細胞に存在するEph受容体に無差別に結合し、隣接細胞への接触依存性の双方向シグナル伝達を引き起こします。受容体の下流のシグナル伝達経路は順方向シグナル伝達と呼ばれ、エフリンリガンドの下流のシグナル伝達経路は逆方向シグナル伝達と呼ばれます。EPHA4、EPHA3、EPHB4などの受容体チロシンキナーゼに結合します。 EPHB4と共に、細胞接着と細胞遊走の制御を通じて心臓の形態形成と血管新生において中心的な役割を果たします。EPHB4を介した順方向シグナル伝達は、EFNB2発現細胞からの細胞反発と分離を制御します。縦方向に投射する軸索の方向を制限する役割を果たす可能性があります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	(1) HEK293細胞溶解物、(2) マウス脾臓溶解物におけるエフリンB2発現のウエスタンブロット解析。

